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市のホームページでもご覧になれます。

P２ …………定例会・臨時会報告
P３～５ ……各委員会報告
P６～９ ……一般質問
P10…………議案等の議決結果
P11…………意見書、議会への要望について、編集後記
P12…………議会報告会及び意見交換会を開催しました
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CONTENTS

主な
　内容

今期４年間、議会活動に対するご理解ありがとうございました。
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（前年度比：２億2,727万８千円の減）
144億5,895万５千円　可決
平成27年度一般会計予算

人事案件
◎固定資産評価審査委員会委員に多武芳美氏を選任することについて
◎公平委員会委員に中島祐一氏を選任することについて
いずれも全会一致で同意しました。

平成27年２月12日に臨時会を開催
人吉中核工業用地調整池改築工事の工事請負契約の締結を承認しました。

　歳入は、平成２６年度当初予算と比較して、市民税は全体的に増収が見込まれますが、固定資産
税は３年に１度の評価替えの年となっていることから減収が見込まれ、地方消費税交付金も減額が
見込まれています。
　歳出は、４月が改選のため骨格予算で編成が行われており、投資的経費については、継続事業、緊
急を要する事業のみ計上されています。社会保障関係経費などの財源不足を補うために財政調整
基金などを取り崩し対応されています。
　各特別会計も次のとおり可決しました。

（平成 27 年度予算から公共下水道事業特別会計は、企業会計へ移行します。）

今期最後となる平成27年３月定例会は、２月24日から
３月18日までの23日間の日程で開催しました。

人 吉 球 磨 地 域 交 通 体 系 整 備
人 吉 市 国 民 健 康 保 険 事 業
人 吉 市 後 期 高 齢 者 医 療
人 吉 市 介 護 保 険
人 吉 市 介 護 サ ー ビ ス 事 業
人 吉 市 国 民 宿 舎
人 吉 市 工 業 用 地 造 成 事 業
水道事業特別会計　収益的収入
　　　　　　　　　　　　支出
　　　　　　　　　資本的収入
　　　　　　　　　　　　支出
公共下水道事業特別会計  収益的収入
　　　　　　　　　　　  　　　支出
　　　　　　　　　　　  資本的収入
　　　　　　　　　  　　   支出

172万４千円
52億1,911万４千円
４億8,971万９千円
42億4,395万６千円

3,017万２千円
21万円

1,708万６千円
５億5,580万５千円
５億3,698万１千円

4,000万３千円
２億5,928万３千円
11億6,795万９千円
11億5,663万６千円
１億8,311万１千円
６億4,496万３千円
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◎委員長　豊永　貞夫　　◎副委員長　村上　恵一
◎委　員　犬童　利夫・田中　哲・仲村　勝治・永山　芳宏

市役所の位置を変更する条例改正を承認
　現在の所在地である「人吉市麓町16番地」から新
庁舎建設予定地である保健センター側の「人吉市
西間下町字永溝７番地１」へ変更する条例改正を承
認しました。市庁舎建設に関する特別委員会の決定
と、人吉市庁舎等移転建設審議会の答申を受け提
案されたもので、正式には新庁舎が開庁する日が施
行日となります。

人吉市消防団条例の定数変更を承認
　機能別消防団員の増員に伴い、団員の定数等を
変更するための条例改正で、今回基本団員定数を
各部20名と設定し、女性消防隊、機能別団員及び防
災サポーターを含め、定数「512人」から「559人」に
なります。

人吉鉄道ミュージアムMOZOCAステーション868
条例は修正可決
　提案された条例案には、ミニトレイン、レイルバイ
クの使用料で「１人当たり」という基準が具体的に
明記されていないため、委員から一部修正案が提出
され、委員会としては一部修正案を、それ以外の部

分は原案のとおり認めました。

プレミアム商品券事業に3,700万円
　国の地方創生「まち・ひと・しごと」の地域活性化・
地域住民生活等緊急支援として１億1,980万４千
円が交付され、今後さまざまな事業が展開されま
す。
人吉市商店街活性化事業補助金　　　　　　 950万円
人吉市住宅リフォーム促進事業補助金　  1,000万円
プレミアム商品券事業補助金　　　　　　  3,700万円
ふるさと旅行券事業補助金　    　　　    2,200万円など

一般会計当初予算の総務部関係に16億7,726万3千
円、教育部関係に11億3,987万円を計上
　主なものは、鉄道ミュージアム関連経費やマイナ
ンバー導入に伴う個人情報取扱支援委託料、本年
10月に実施される国勢調査関連経費、子ども子育
て相談員、特別支援教育支援員、学力充実支援員等
の報酬、人吉市花まる教室委託料、小学校教科書改
訂に伴う教師用指導書及び教材購入費などであり
ます。

総務文教委員会報告

視察先：埼玉県八潮市

目　的：自治会加入促進の取り組みについて

研修内容：少子高齢化、核家族化などの影響で、町
会自治会に加入される方の割合が低下している現
状の中、八潮市では平成25年4月に「八潮市町会
自治会への加入及び参加を進めるための条例」を
制定され、参加促進を図られている。

まとめ：条例での加入促進の効果はまだ出ていな
い状況だった。八潮市でも本市同様に集合住宅で
の単身世帯への加入アプローチが課題。宅建業協
会との連携は本市も取り組んではいるが、八潮市
は自治会加入推進協定を締結されており、今後の
検討課題である。本市としては、世帯数の減少によ
る町内合併も今後の課題であるので、議会として
も自治会加入促進を含め、引き続き調査研究が必
要です。

視察先：静岡県藤枝市

目　的：「教育日本一に向けた取り組みについて」
　　　  「学校ネットパトロールについて」

研修内容：教育日本一については、子どもを中心に
大人も学び合い、支え合うことを目指し、「笑顔あ
ふれる教育」を教育理念とされ、市民総がかりで取
り組み、他市町村のモデルとなるような「学びの環
境モデルふじえだ」づくりを進めておられる。学校
ネットパトロールについては、児童•生徒が被害に
遭うことを未然に防止するとともに、情報モラルの
向上を目指すため、平成25年５月から学校ネット
パトロールを実施されている。

まとめ：市民総がかりによる教育日本一「学びの環
境モデルふじえだ」を目指し、一元化した教育政策
推進室を設置されていた。学校ネットパトロールは
業者へ委託しての実施で、子どもを守ることが第
一の目的。知り得た情報は各学校へ提供し、各学
校に対応を任せておられた。各家庭での対応も重
要で、今後も議会として調査研究が必要です。

総務文教委員会行政視察報告

日　程：平成27年１月14日（水）～16日（金）
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◎委員長　笹山　欣悟　　◎副委員長　高瀬　堅一
◎委　員　川野　精一・三倉　美千子・森口　勝之厚生委員会報告

◎委員長　井上　光浩　　◎副委員長　大塚　則男
◎委　員　宮﨑　保・村口　隆・平田　清吉・西　信八郎

工事請負契約の内容変更を承認
　本年２月の臨時議会において議決した、人吉中
核工業用地調整池改築工事請負契約の内容につ
いて、平成27年度の新労務単価が本年２月１日か
ら適用されることになり、契約内容の一部が変更さ
れました。内容は、当初の金額を2,424,135円増額
し、変更後の金額を218,964,135円とするもので
す。

国の経済対策に伴う補正予算に対応した事業予算
を追加
　平成26年度補正予算において、国の経済対策に
伴う補正予算に対応した事業として次の予算が追
加されました。予算額には全額、県からの補助金が
充当されます。
・経営体育成交付金（担い手の農業用機械等の導
　入支援トラクター２台分）　　　  312万６千円
・青年就農給付金事業交付金（10人分） 825万円
　また、平成27年度への繰越事業は土木費が１３
件、災害復旧費が１件となっており、委員から、年度
内の完了に努めてほしいとの要望があっておりま
す。

経済部、建設部関係の当初予算を承認
　農林水産業費、商工費、土木費の主なもの
・農業委員会委員報酬20人分　　　　 　808万円

・鳥獣被害対策実施隊隊員報酬70人  　126万6千円
・人吉市商店街活性化事業補助金を含む商工業振
　興費補助金7件　　　　　　　　2,547万１千円
・人吉球磨スマートインターチェンジ整備事業関
　連を含む道路新設改良関連経費   4,378万２千円
・村山公園施設改築工事　　　　　   　2,950万円

工業用地造成事業特別会計当初予算を承認
　歳出の主なものは、人吉中核工業用地造成の本
体工事、排水施設整備工事など計５本の工事請負
費２億9,560万円、水道管敷設工事負担金1,420万
円などです。（なお審査終了後、国の地域再生戦略
交付金が決定し、議会最終日に追加議案が提出さ
れ、26年度補正予算として一部予算の組み替えが
可決されました。）

経済建設委員会報告

老朽化のため改築が行われる村山公園園路

第６期介護保険料標準負担月額が6,112円に
　平成27年度から平成29年度までにおける、第６
期計画の第１号被保険者の介護保険料標準負担月
額を6,112円、前期と比較して217円、3.7％増額と
なる条例改正を認めました。
　また「地域支援事業」の見直しも行われます。介護
予防給付の要支援１・２の訪問介護と通所介護が、
新しい介護予防・日常生活支援総合事業に移行し、
多様化が図られることになります。なお、施行期日は
平成27年４月１日となりますが、事業の円滑な実施
を図るため、実施時期の猶予期間が認められること
になります。

公共下水道事業予算は企業会計へ移行
　公共下水道事業は、平成27年度から地方公営企
業法を適用し、官庁会計方式の特別会計から企業
会計方式の特別会計予算となります。
　事業規模が、市の財政に占める割合が極めて大
きいことから、より一層の経営の健全性と経営基盤
の強化を図るとともに、経営状況の的確な把握を行
い、市民の皆さんに説明していくことが重要となっ

てきています。

ふるさと納税に返礼品贈呈
　平成27年度から、ふるさと納税に返礼品の贈呈
を検討しており、ポータルサイト開設と返礼品配送
を一括して行う委託料等の予算を認めました。返礼
品の贈呈は寄附金の下限を定め、年度内１回限りと
します。なお、年間の寄附ポイントを累計して返礼品
を贈呈する方法は、今後の検討課題となっていま
す。

人吉球磨成年後見センターを設立
　平成27年度から、人吉球磨成年後見センターが
人吉市社会福祉協議会に設立されます。人吉球磨
の市町村が、個別に人吉市社会福祉協議会と委託
契約を締結して人吉球磨地域の住民が利用できま
す。予算は一般会計と介護保険特別会計に委託料
が計上され、全会一致で認めまし
た。成年後見センターの業務内容
は、後見業務、後見制度の普及・啓
発、市民後見人の育成を図ること
などです。
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◎委員長　村上　恵一　　◎副委員長　西　信八郎
◎委　員　高瀬　堅一・井上　光浩・笹山　欣悟・仲村　勝治・三倉　美千子・永山　芳宏

市庁舎建設に関する特別委員会報告

新市庁舎のあるべき姿を具現化
　今回、第16回となる特別委員会を去る２月25日
に開催いたしました。審議事項は「基本構想案と審
議会から提出された答申書案」、その後行われた「市
民意見募集」の実施結果であります。
　基本構想案の第１章は「市庁舎の現状と課題」、
「新市庁舎建設の必要性」、第２章が市民アンケート
を踏まえた新市庁舎の目指す「基本理念」と「基本
方針」、第３章では市民アンケートを踏まえた新市
庁舎に「導入する機能」の検討、第４章で新市庁舎
の規模の検討、第５章で移転建設計画の検討という
構成になっております。
　「新市庁舎の規模」としては、将来の人口と職員数
を想定し、総務省の算定基準などから導き出された
必要な全体規模は、おおむね9,750㎡ということに
なります。
　また「敷地の利用計画」では、６つの整備パターン
が想定されていますが、それぞれメリット・デメリッ
トを考慮した中で、本庁舎と別館、水道局、そして保
健センターを１つにまとめた総合庁舎方式で保健

センター側に建設する案が最も利点が多いとしてお
ります。
　本委員会は、平成24年９月の設置からさまざまな
研究を行ってまいりました。そして、昨年の３月定例
会では移転候補地を「市役所別館地一帯」に決定
し、その後、基本構想策定という道のりで会議を重
ねてきました。
　委員からは多くの質問と意見がありましたが、本
委員会としては提示された基本構想案と答申書案
並びに建設パターンにつきましては、全会一致で支
持するということにしました。
　新市庁舎建設は、本市にとって半世紀に一度の一
大事業であります。今後は基本設計、実施設計と進
み、想定スケジュールによれば平成31年度着工、32
年度完成を目指すスケジュールになると思います
が、人吉市議会としては、本事業に対して、単なるチ
ェック機関としてだけではなく、住民の意見を反映
する意思決定機関として最大限に機能することが
私たちに課せられた責務だと感じております。

◎委員長　田中　哲　　◎副委員長　犬童　利夫
◎委　員　宮﨑　保・村口　隆・大塚　則男・平田　清吉・豊永　貞夫・川野　精一・森口　勝之

治水・防災に関する特別委員会報告

さらなる取組強化を執行部に要望する
　第14回本特別委員会を２月25日に開催し、①ダ
ムによらない治水を検討する場について、②活動の
まとめの２項目について審議しております。
　まず①については、第11回、第12回の検討する場
が平成26年12月19日、平成27年２月３日にそれぞ
れ開催されており、その中で協議された「議会説明・
住民説明会の概要」、「ソフト対策の充実に向けた取
り組みについて」及び「検討する場で積み上げた対
策について」の概要説明を受けました。また、蒲島熊
本県知事の検討する場の終了提案を受けての関係
市町村長のダムによらない治水を検討する場共通
認識と、平成27年１月に蒲島熊本県知事宛てに提
出されました関係12市町村長の「球磨川治水並び
に水源地域の振興対策についての要望」についても
説明を受けました。
　②については、本特別委員会も今回で最後となり
ますので、これまでの取り組みを再度確認し、意見
を集約いたしました。また、執行部に対し次の項目
について要望するとともに、関係機関に働きかけて
いただくように求めました。

１　ダムによらない治水を検討する場での共通認
　識で示された、新たな枠組みでの（仮称）球磨川
　治水対策協議会を早急に開催すること。
２　球磨川の人吉地区について、「直ちに実施する
　対策」及び「追加して実施する対策（案）」をできる
　ところから可能な限り早急に実施すること。
３　御溝川改修について、引き続き努力していただ
　くこと。土砂災害危険箇所の防止施設の整備を
　急ぐこと。広域的災害の防災対策として防災倉庫、
　備蓄倉庫の整備を進めること。
４　防災無線の更なる整備と、避難勧告等は空振り
　を恐れず出すこと。市民の防災意識の向上のため
　啓発に努めること。



仲村　勝治

三倉　美千子

田中　哲
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導
標
の
設
置
を
検
討
し
、
歩

道
の
設
置
は
教
育
委
員
会
等
関
係
機

関
と
協
議
し
、
検
討
す
る
。

　

人
口
減
少
は
、
防
災
、
防
犯
上
の

危
険
が
ふ
え
る
。
防
犯
カ
メ
ラ
は
減

少
し
た
人
の
視
線
を
補
完
す
る
。
防

犯
カ
メ
ラ
は
、
自
治
体
で
設
置
す
る

動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。
設
置
す
る

考
え
は
な
い
か
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り
、
多

面
的
、
多
角
的
に
と
ら
え
、
慎
重
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

二
中
の
通
学
路
に

防
犯
カ
メ
ラ
と
歩
道
の
設
置

問答問答

　

市
庁
舎
建
設
費
に
対
す
る
寄
附
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
寄
附
方
法
が

あ
る
か
。

　

特
定
の
寄
附
目
的
の
あ
る
寄
附
金

は
、
目
的
の
内
容
に
よ
り
「
総
務
費

寄
附
金
」
や
「
民
生
費
寄
附
金
」

「
教
育
費
寄
附
金
」
な
ど
と
し
て
受

け
入
れ
て
備
品
の
購
入
・
基
金
の
積

み
立
て
、
あ
る
い
は
事
業
費
の
一
部

と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
市
庁
舎
建

設
の
た
め
の
寄
附
は
「
総
務
管
理
費

寄
附
金
」
あ
る
い
は
「
古
都
人
吉
応

援
団
寄
附
金
」
へ
の
寄
附
と
な
る
と

思
う
。
な
お
、
寄
附
金
は
市
の
歳
入

に
受
け
入
れ
後
、
予
算
に
計
上
し
議

会
の
承
認
を
得
て
、
庁
舎
建
設
事
業

の
た
め
「
人
吉
市
庁
舎
建
設
等
基

金
」
へ
積
み
立
て
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
他
、
生
活
保
護
に
つ
い
て
も
質

問
し
ま
し
た
。

市
庁
舎
建
設
に
対
す
る

寄
附
・
生
活
保
護

問答

　

川
辺
川
利
水
事
業
に
つ
い
て
、
農

水
省
が
発
表
し
た
事
業
収
束
と
は
。

今
後
水
の
確
保
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

今
後
か
ん
が
い
事
業
は
廃
止
。農
地

造
成
と
区
画
整
理
は
計
画
変
更
。対
象

農
家
へ
の
説
明
を
行
い
同
意
取
得
後

事
業
の
収
束
と
な
る
。同
意
取
得
期
間

は
百
日
を
予
定
。上
原
田
地
区
に
は
３

本
の
井
戸
を
予
定
し
安
く
て
安
定
し

た
水
を
前
提
に
既
設
導
水
路
案
で
算

定
し
た
負
担
額
に
近
く
な
る
よ
う
国
・

県
に
補
助
を
依
頼
す
る
。

　

川
崎
市
で
殺
害
さ
れ
た
中
学
生
も

不
登
校
だ
っ
た
と
聞
く
が
、
痛
ま
し

い
事
件
を
防
ぐ
た
め
の
対
応
は
。

　　

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
対
策
委

員
会
を
設
置
し
て
い
る
。
個
々
の
事

例
に
対
し
、
対
策
等
を
検
討
し
て
い

る
。
今
後
児
童
、
保
護
者
が
安
心
し

て
相
談
で
き
る
よ
う
に
再
点
検
す

る
。 川

辺
川
利
水
事
業
、

不
登
校
問
題

問答問答

質
問

一
般

※



笹山　欣悟

平田　清吉

村上　恵一

宮﨑　保

（7）

質
問

一
般

　

豆
バ
ス
及
び
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運

行
路
線
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

豆
バ
ス
は
、
中
神
町
段
経
由
涼
水

戸
温
泉
前
線
、
瓦
屋
町
馬
草
野
経
由

尾
曲
線
、
西
瀬
団
地
前
経
由
小
柿
公

民
館
前
線
、
浪
床
町
公
民
館
前
経
由

人
吉
産
交
線
の
４
路
線
。
乗
合
タ
ク

シ
ー
は
鹿
目
線
、
西
間
経
由
田
野

線
、
東
間
経
由
田
野
線
、
下
田
代

線
、
山
江
線
と
な
っ
て
い
る
。

　

公
共
交
通
の
空
白
地
帯
と
解
消

は
。

　

平
成
15
年
３
月
策
定
さ
れ
た
人
吉

球
磨
公
共
交
通
再
編
整
備
計
画
で

は
、
原
田
ル
ー
ト
と
永
野
ル
ー
ト
だ

っ
た
。
平
成
23
年
10
月
に
原
田
ル
ー

ト
は
解
消
し
た
が
、
永
野
ル
ー
ト
だ

け
が
解
消
し
て
い
な
い
。
今
後
は
人

吉
球
磨
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
に
て
市
内
の
公
共
交
通
全
体
の
見

直
し
を
行
い
、
解
消
に
努
め
た
い
。

公
共
交
通
の
空
白
は

問答問答

　

教
育
委
員
会
制
度
改
革
に
よ
っ
て

首
長
の
か
か
わ
り
が
強
く
な
る
と
思

わ
れ
る
が
ど
う
考
え
る
か
。

　

今
回
の
制
度
改
革
は
、
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
の
始
ま
り
で
あ
り
、
首
長
の

か
か
わ
り
が
強
く
な
っ
た
と
い
う
こ

と
よ
り
、
首
長
の
最
終
責
任
が
明
確

に
な
り
、
さ
ら
に
高
ま
っ
た
と
認
識

し
て
い
る
。
政
治
が
教
育
に
介
入
す

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
政
治
も

教
育
に
向
か
い
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
期
に
き
た
と
考
え
る
。
教
育

の
持
つ
中
立
性
は
今
後
も
堅
持
し
、

個
人
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
思
想
信
条

に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
絶
対

に
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
総
合

教
育
会
議
の
設
置
、
運
用
を
含
め
今

回
の
教
育
委
員
会
制
度
改
革
を
良
い

意
味
で
教
育
行
政
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

教
育
委
員
会
制
度
改
革

に
つ
い
て

問答

　

投
票
所
の
設
置
基
準
並
び
に
設
置

場
所
の
選
定
方
法
は
。

　

投
票
所
の
設
置
場
所
に
つ
い
て

は
、
公
職
選
挙
法
に
よ
り
「
市
役
所

又
は
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
し
た

場
所
に
設
け
る
。
」
、
「
一
投
票
区

に
つ
き
二
以
上
の
投
票
所
を
設
け
て

は
な
ら
な
い
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

投
票
所
が
現
在
の
25
カ
所
に
な
っ

た
の
は
、
い
つ
か
ら
か
。

　

以
前
は
段
塔
町
に
１
カ
所
あ
っ
た

が
、
昭
和
54
年
２
月
執
行
の
第
９
回

熊
本
県
知
事
選
挙
か
ら
で
あ
る
。

　

現
在
の
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
人
口

総
数
と
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数
は
。

　

外
国
人
登
録
者
を
除
き
、
平
成
27

年
２
月
末
日
の
人
口
は
3
万

4,
1
7
7
人
、
選
挙
人
名
簿
の
登
録

者
数
は
、
平
成
27
年
３
月
２
日
現
在

で
２
万
8,
1
9
9
人
で
あ
る
。

選
挙
に
お
け
る
市
民
の

選
挙
権
の
行
使

問答問答問答

　

与
謝
野
晶
子
や
種
田
山
頭
火
な
ど

の
歌
碑
や
記
念
碑
が
市
内
に
多
く
建

立
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
他
に
も

多
く
の
文
人
た
ち
が
こ
の
地
を
訪
れ

て
い
る
。
そ
れ
を
後
押
し
す
る
た
め

に
作
っ
た
句
や
歌
な
ど
足
跡
を
提
供

す
る
拠
点
が
必
要
で
は
な
い
か
。
そ

し
て
、
歩
い
て
楽
し
め
る
コ
ー
ス
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
す
れ
ば
大
き
な
観
光

資
源
に
な
る
。
実
現
に
向
け
て
横
断

的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
て
は
ど
う
か
。

　

ま
ち
づ
く
り
と
歌
碑
や
記
念
碑
め

ぐ
り
、
蔵
め
ぐ
り
な
ど
を
有
機
的
に

つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
新
た

な
組
織
を
立
ち
上
げ
、
ど
う
し
た
ら

有
機
的
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
考

え
て
み
た
い
。
文
学
的
資
源
も
見
直

し
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
発
掘
と
情

報
発
信
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

文
学
的
資
源
の
発
掘
と

ア
ピ
ー
ル

問答



大塚　則男

豊永　貞夫

西　信八郎

村口　隆

（8）

　

鉄
道
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
内
に
オ
ー
プ

ン
が
予
定
さ
れ
て
い
る
カ
フ
ェ
（
喫

茶
店
）
の
進
捗
状
況
は
。

　

昨
年
12
月
18
日
に
出
店
募
集
説
明

会
を
開
催
し
、
個
人
・
企
業
を
含
め

５
者
の
参
加
が
あ
っ
た
が
、
出
店
希

望
の
申
し
出
は
な
か
っ
た
。
理
由

は
、
調
理
ス
ペ
ー
ス
、
使
用
機
器
に

制
限
が
あ
り
、
提
供
で
き
る
も
の
が

限
ら
れ
客
単
価
が
上
が
ら
な
い
こ

と
。
営
業
時
間
が
午
前
10
時
か
ら
午

後
９
時
ま
で
と
お
願
い
し
た
こ
と

で
、
少
人
数
で
回
す
に
は
時
間
が
長

す
ぎ
る
な
ど
、
総
合
し
て
判
断
し
た

場
合
、
収
益
が
見
込
め
な
い
な
ど
の

意
見
を
い
た
だ
い
た
。
現
在
、
意
見

等
を
参
考
に
さ
ま
ざ
ま
な
運
用
形
態

も
想
定
し
な
が
ら
、
出
店
業
者
の
選

定
に
向
け
て
協
議
を
続
け
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

問答

質
問

一
般

　

観
光
客
へ
、
人
吉
市
に
対
す
る
感

想
な
ど
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た

こ
と
は
あ
る
の
か
。　
　

　

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
広
告
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
を
実

施
し
て
お
り
、
そ
の
際
、
必
ず
御
意

見
、
御
感
想
を
お
尋
ね
し
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
て
い
る
。　
　
　
　
　

　

本
市
の
玄
関
口
に
、
人
吉
温
泉
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の
た
め
足
湯
を
設
け

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
こ
の
提
案
を

ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
る
か
。

　

湧
出
量
や
温
泉
温
度
の
地
域
特
性

等
の
影
響
や
条
件
が
ク
リ
ア
で
き
れ

ば
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
一
つ

の
手
法
と
考
え
る
。　
　
　
　
　
　

　

人
吉
駅
、
く
ま
川
下
り
、
鍛
冶
屋

町
等
に
足
湯
設
置
が
で
き
な
い
か
。

　

民
間
施
設
へ
の
影
響
や
掘
削
等
の

課
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
。

人
吉
温
泉
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

問答問答問答

　

平
成
27
年
度
か
ら
始
ま
る
学
校
給

食
で
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
と
、
対
象
児
童
生
徒
の
調

査
方
法
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

「
人
吉
市
学
校
給
食
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
委
員
会
」
を
４
月
に
設
置

し
、
２
学
期
か
ら
の
本
格
実
施
に
向

け
協
議
し
て
い
く
。
対
象
児
童
生
徒

の
保
護
者
と
の
面
談
と
、
医
師
の
診

断
書
の
提
出
を
考
え
て
い
る
。

　　

学
校
で
の
対
応
食
配
膳
方
法
と
チ

ェ
ッ
ク
体
制
は
。

　

個
人
名
を
明
記
し
た
個
別
の
保
温

食
缶
を
、
担
任
等
を
通
し
て
本
人
に

確
実
に
届
く
よ
う
に
す
る
。
児
童
生

徒
個
別
の
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
対
応
カ
ー
ド

等
を
活
用
し
、
誤
食

が
な
い
よ
う
に
万
全

の
体
制
で
対
応
し
て

い
く
。

給
食
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
食
に
つ
い
て

問答問答

　

町
内
会
へ
の
加
入
率
が
下
が
っ
て

い
る
が
、
促
進
策
を
ど
う
考
え
る

か
。

　

市
民
課
窓
口
で
転
入
手
続
き
の
来

庁
者
、
都
市
計
画
課
で
建
築
確
認
の

業
者
を
通
じ
て
施
主
に
加
入
願
い
の

チ
ラ
シ
を
渡
し
て
い
る
。
ま
た
、
宅

地
建
物
取
引
業
協
会
人
吉
支
部
の
協

力
で
借
家
契
約
時
に
勧
め
て
も
ら
っ

て
い
る
。
町
内
会
は
自
主
組
織
で
あ

り
強
制
で
き
な
い
た
め
、
他
市
町
村

の
事
例
を
参
考
に
し
、
市
と
し
て
で

き
る
限
り
の
協
力
を
し
て
い
く
。

　

防
災
面
か
ら
見
て
も
町
内
会
の
再

編
と
連
携
支
援
が
必
要
と
思
う
が
、

ど
う
考
え
る
の
か
。

　

市
、
町
内
会
を
含
め
て
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
て
研
究
し
た
い
。

そ
の
他
に
、
学
校
規
模
の
あ
り
方
、
ア

イ
ガ
モ
農
法
に
お
け
る
ア
イ
ガ
モ
の

利
活
用
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

町
内
会
へ
の
加
入
促
進
と

再
編
成
に
つ
い
て

鉄
道
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
　

問答問答※
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質
問

一
般

井上　光浩

森口　勝之

　

地
理
空
間
情
報
技
術
を
活
用
し
た

防
災
訓
練
に
つ
い
て
、
住
民
の
反
応

及
び
効
果
と
今
後
の
方
向
性
は
。

　

シ
ス
テ
ム
の
操
作
な
ど
使
い
慣
れ

る
の
に
時
間
が
か
か
る
。
各
家
庭
で

災
害
状
況
な
ど
、
見
る
こ
と
が
で
き

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
を
普
及

さ
せ
て
ほ
し
い
。
災
害
に
対
応
す
る

シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
た
こ
と
が
最

大
の
効
果
で
あ
る
。
検
討
課
題
も
あ

り
地
理
空
間
情
報
技
術
の
教
育
や
使

用
訓
練
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。　

　
　
　
　
　
　
　

　

土
砂
災
害
防
止
法
の
改
正
に
つ
い

て
、
警
戒
区
域
の
指
定
と
公
表
は
。

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
基
礎
調
査

で
指
定
さ
れ
た
箇
所
は
、
区
域
が
確

認
で
き
る
図
面
な
ど
が
公
表
さ
れ
、

ま
た
住
民
へ
の
説
明
会
を
行
う
。
災

害
時
に
情
報
伝
達
が
必
要
な
世
帯
な

ど
戸
別
受
信
機
の
整
備
を
検
討
す

る
。 防

災
に
つ
い
て

犬童　利夫

問答問答

　

今
後
人
吉
市
に
お
い
て
人
口
減
少

が
及
ぼ
す
影
響
分
析
を
含
め
、
「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
に
基

づ
く
地
方
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う

な
方
針
で
臨
む
の
か
。

　

安
定
的
な
雇
用
の
確
保
が
課
題

で
あ
り
、
特
に
若
年
層
の
雇
用
減

少
が
生
産
年
齢
人
口
減
少
の
大
き

な
要
因
の
一
つ
。
企
業
誘
致
や
起

業
促
進
に
よ
る
、
持
続
可
能
な
雇

用
の
場
の
確
保
へ
の
取
り
組
み
が

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
「
復
活
可

能
都
市
」
を
目
指
す
た
め
の
羅
針

盤
と
な
る
、
総
合
戦
略
の
策
定
を

推
進
し
て
い
く
。

　

中
山
間
地
等
へ
の
生
活
サ
ー
ビ
ス

の
中
で
、
交
通
・
運
輸
シ
ス
テ
ム
の

維
持
、
改
善
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

利
便
性
、
公
平
性
、
経
費
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
も
の
に
し
た
い
。

人
口
減
少
に
対
す
る

今
後
の
方
針
は

問答問答

　

人
吉
球
磨
地
域
が
日
本
遺
産
認
定

を
受
け
る
条
件
と
し
て
、
「
歴
史
文

化
基
本
構
想
」
の
策
定
が
必
要
で
あ

る
が
、
そ
の
業
務
進
捗
状
況
は
。

　

本
年
２
月
中
旬
に
完
了
し
、
定
例

教
育
委
員
会
及
び
行
政
経
営
会
議
に

報
告
、
承
認
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

東
京
国
立
博
物
館
に
お
け
る
「
人

吉
球
磨
の
仏
像
展
」
開
催
を
目
指

し
、
今
秋
の
熊
本
県
立
美
術
館
で
展

観
さ
れ
る
「
人
吉
球
磨
の
歴
史
と

美
」
へ
の
招
待
状
を
国
立
博
物
館
の

館
長
に
送
り
、
積
極
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で

あ
る
。

　

館
長
へ
の
御
招
待
や
そ
の
他
の
要

請
活
動
を
一
歩
一
歩
進
め
て
い
く
。

　

交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
と
い
う

観
点
か
ら
、
運
転
者
が
夜
間
に
気
づ

き
に
く
い
横
断
歩
道
に
照
明
装
置
な

ど
の
対
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
。

　

安
全
確
保
の
た
め
検
討
す
る
。

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　

市
議
会
で
は
、
皆
さ
ん
に
会
議
を

傍
聴
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
議
場
に

傍
聴
席
（
36
名
分
）
を
設
け
て
い
ま

す
。

　

市
議
会
定
例
会
は
、
毎
年
３
月
・

６
月
・
９
月
・
12
月
に
開
か
れ
、
一

般
質
問
は
各
定
例
会
ご
と
に
３
日
間

の
予
定
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
等
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ラ
イ
ブ
中

継
や
録
画
中
継
も
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

日
程
な
ど
詳
し
く
は
、
市
議
会
事

務
局
☎
㉒
２
１
１
１　

内
線
３
３
１

２
・
３
３
１
３
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

▼
松
岡
隼
人
議
員
が
、
二
月
九
日
付

け
で
議
員
を
辞
職
さ
れ
ま
し
た
。

▼
松
岡
議
員
の
辞
職
に
伴
い
、
市
庁

舎
建
設
に
関
す
る
特
別
委
員
会
の
副

委
員
長
に
西
信
八
郎
議
員
を
選
任
、

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
議
会
議
員

に
大
塚
則
男
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

人
口
減
対
策
・

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

問答問答問答



（10）

…… 平成２７年３月定例会の議案等の議決結果 ……
番　　号
議第２号
議第３号
議第４号
議第５号
議第６号
議第７号
議第８号
議第９号
議第10号
議第11号
議第12号
議第13号
議第14号
議第15号
議第16号
議第17号
議第18号
議第19号
議第20号
議第21号
議第22号
議第23号

議第25号
議第26号
議第27号
議第28号
議第29号

議第33号

議第34号
議第35号
議第36号
議第37号
議第38号
議第39号
議第40号
発議第4号
発議第5号
意見第8号

議決結果
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
修正可決
原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

選任同意
選任同意
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

平成２６年度人吉市一般会計補正予算（第８号）
平成２６年度人吉市国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号）
平成２６年度人吉市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
平成２６年度人吉市介護保険特別会計補正予算（第５号）
平成２６年度人吉市介護サービス事業特別会計補正予算（第５号）
平成２６年度人吉市水道事業特別会計補正予算（第４号）
平成２６年度人吉市公共下水道事業特別会計補正予算（第５号）
平成２７年度人吉市一般会計予算
平成２７年度人吉球磨地域交通体系整備特別会計予算
平成２７年度人吉市国民健康保険事業特別会計予算
平成２７年度人吉市後期高齢者医療特別会計予算
平成２７年度人吉市介護保険特別会計予算
平成２７年度人吉市介護サービス事業特別会計予算
平成２７年度人吉市水道事業特別会計予算
平成２７年度人吉市公共下水道事業特別会計予算
平成２７年度人吉市国民宿舎特別会計予算
平成２７年度人吉市工業用地造成事業特別会計予算
人吉市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
人吉市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
人吉市土地開発基金条例を廃止する条例の制定について
人吉鉄道ミュージアムＭＯＺＯＣＡステーション８６８条例の制定について
人吉市消防団条例の一部を改正する条例の制定について
   

人吉市教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例の制定について
人吉市学校林条例を廃止する条例の制定について    
人吉市教育支援委員会設置条例の制定について    
人吉市学校給食食物アレルギー対応委員会設置条例の制定について    
人吉市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について    

  

  
   

   
固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて    
公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて    
平成２６年度人吉市一般会計補正予算（第９号）    
市役所の位置に関する条例の一部を改正する条例の制定について    
工事請負契約の締結についての議決内容の一部変更について    
平成２６年度人吉市工業用地造成事業特別会計補正予算（第３号）
平成２７年度人吉市工業用地造成事業特別会計補正予算（第１号）    
人吉市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について    
人吉市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について
手話言語法（仮称）制定を求める意見書    

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う
関係条例の整理に関する条例の制定について

件　　　　　　　　　　名

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

議第32号

議第31号

議第30号

議第24号

人吉市における地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定める条例の制定について

人吉市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予
防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の制定について

人吉市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部を改正する条例の制定について

人吉市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着
型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例の制定について
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　手話とは、日本語を音声ではなく、手や指、体などの動きや顔の表情で伝える独自の語彙や文法体系を持つ言
語である。手話を使う人たちにとって、聞こえる人たちの音声言語と同様に、情報獲得とコミュニケーションの手
段として大切に守られ、時には新たな手話も培ってきた。しかしながら、ろう学校では手話を使うことが制限さ
れ、社会では手話を使うことで差別されてきた長い歴史があった。
　平成１８年１２月に採択された国連の障害者権利条約には、「手話は言語」であることが明記されている。障害
者権利条約の批准に向けて国は国内法の整備を進め、平成２３年８月に一部改正された障害者基本法第３条
第３号では、「全て障害者は、可能な限り、言語（手話を含む。）その他の意思疎通のための手段についての選択
の機会が確保される。」と定められた。
　また、同法第２２条では、国・地方公共団体に対して情報の利用におけるバリアフリー化等を義務づけており、
国として、手話が音声言語と対等な言語であることを広く国民に広め、聞こえない子どもが手話を身につけ、手
話で学べ、自由に手話が使え、さらには手話を言語として普及、研究することのできる環境の整備に向けた法整
備を実現することが必要である。
　よって、国におかれては、上記内容を踏まえた「手話言語法（仮称）」を制定されるよう強く要望する。

３月定例会で次の意見書を採択し、国や関係機関へ提出
「手話言語法（仮称）」制定を求める意見書

編
集
後
記

議会への要望に対する回答を市ホームページで公開しています
要望書について
　平成26年12月12日付けで、人吉市町内会長嘱託員連合会及び人吉市衛生員連合会から
人吉市議会に対し、下記の５項目について要望書が提出されました。

【要望事項】
　１　議員報酬を見直し、市民の納得と理解を求めること。
　２　政務活動費を廃止すること。
　３　委員会活動や視察研修の目的、内容等の情報を公開すること。
　４　市民に開かれた議会運営を考慮すること。
　５　議会だよりや議会報告等は、公費を使用しないこと。

回答書について
　人吉市議会では、議会制度研究会において全議員による協議を行ってまいりました。その結果、ご要望いただ
きました各項目は関連性の強いものがあり、また統一地方選挙直前という時期的なことも勘案しつつ、人吉市議
会として、個別、具体的な結論を出すには至りませんでした。
　よって、それぞれの項目につき全議員から聴取した意見をすべて開示させていただくことにより、ご要望に対
する回答とさせていただきました。
　なお、回答書は平成27年３月16日、永山議長から町内会長嘱託員連合会長及び衛生員連合会長へ手渡しさ
れ、同月20日に行われた町内会長嘱託員連合会理事会においても永山議長から回答書の報告が行われました。
　回答書の内容は紙面の都合上割愛させていただきますが、市のホームページで公開していますのでダウンロ
ードしてご覧ください。

　
山
々
の
木
々
が
新
し

い
芽
を
出
し
始
め
、吹

く
風
が
心
地
よ
い
気
持

ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
季

節
に
な
り
ま
し
た
。市

民
の
皆
様
に
は
、ご
健

勝
に
て
お
過
ご
し
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
今
期
最
後
の
定
例
会

も
、全
議
案
全
て
可
決

し
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
も
、読

み
や
す
く
わ
か
り
や
す

い
紙
面
つ
く
り
に
と
、

委
員
一
同
努
力
し
て
き

ま
し
た
が
、い
か
が
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
。

　
今
後
も
、議
会
に
対

し
ま
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、議
会
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。今
期
最
後
の
議
会

だ
よ
り
に
な
り
ま
す

が
、ご
愛
読
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

（
文
責
・
永
山  

芳
宏
）
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平成26年度　議会報告会及び意見交換会を開催しました

開催日：平成27年1月30日（金）午後7時　   開催場所：西瀬コミセン、中原コミセン

▶
中
原
コ
ミ
セ
ン

▶
西
瀬
コ
ミ
セ
ン

「会場でいただいた主なご意見やご要望」（アンケート含む）

　人吉市議会では、市民の皆様に対し議会情報を提供するための一環として、全議員18名が日頃の議会
活動の状況を報告するため、今回５回目となる「議会報告会及び意見交換会」を、２会場２班に分かれて
開催しました。時折り雪が舞う寒い中でしたが、両会場で23名の市民の方々に参加していただき、さま
ざまなご意見、ご要望をいただきました。市議会としまして、今後の議会活動の参考とさせていただきま
すので、今後ともよろしくお願いいたします。

市
政
に
つ
い
て

○
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
市
は
何
を

　

す
る
の
か
。
三
十
三
観
音
ウ
ォ
ー
キ
ン

　

グ
な
ど
、
お
金
を
か
け
ず
に
で
き
る
こ

　

と
を
や
っ
て
ほ
し
い
。

○
保
育
園
近
く
の
道
路
が
狭
く
車
の
離
合

　

も
難
し
い
。
事
故
が
起
き
る
前
に
早
急

　

に
対
処
し
て
ほ
し
い
。

○
瓦
屋
公
園
の
ト
イ
レ
改
修
を
早
急
に
し

　

て
ほ
し
い
。

○
こ
こ
10
年
で
か
な
り
の
子
ど
も
の
数
が

　

減
っ
て
い
る
。
子
ど
も
を
ふ
や
す
対
策

　

を
。

○
人
吉
市
は
水
道
料
と
保
険
料
が
高
い
が

　

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

議
会
に
つ
い
て

○
議
員
の
政
策
提
言
が
市
政
に
活
か
さ
れ

　

た
こ
と
は
何
件
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
。

○
議
員
報
酬
の
額
は
適
当
と
思
っ
て
い
る

　

か
。
人
吉
市
の
人
口
に
対
し
議
員
18
人

　

は
多
す
ぎ
る
。

○
議
会
傍
聴
が
少
な
す
ぎ
る
の
で
、
傍
聴

　

者
が
ふ
え
る
よ
う
な
策
は
な
い
の
か
。

　

魅
力
あ
る
議
会
運
営
を
望
む
。

○
議
会
に
興
味
が
な
い
、
無
関
心
で
終
わ

　

ら
せ
な
い
で
ほ
し
い
。
市
民
が
何
を
求

　

め
て
い
る
の
か
を
よ
く
考
え
、
フ
ォ
ー

　

マ
ル
的
な
政
治
で
は
な
く
、
も
っ
と
発

　

想
の
工
夫
を
願
う
。

○
学
童
保
育
に
関
し
て
、
現
場
と
関
係
者

　

と
議
員
が
意
見
交
換
す
る
場
を
つ
く
っ

　

て
ほ
し
い
。

※議会報告会及び意見交換会は、議員で企画・運営等を行い、開催に要する経費は議員が負担しています。

議
会
報
告
会
に
つ
い
て

○
告
知
が
遅
い
。
町
内
会
の
回
覧
板
を
利

　

用
す
る
な
ど
、
告
知
を
で
き
る
だ
け
早

　

く
し
て
ほ
し
い
。

○
年
1
回
の
2
カ
所
開
催
で
は
少
な
い
。

　

市
内
コ
ミ
セ
ン
数
の
6
カ
所
開
催
を
要

　

望
す
る
。

○
高
齢
者
が
ふ
え
て
い
る
実
情
を
考
え
、

　

暖
か
い
時
期
に
開
催
し
て
ほ
し
い
。

○
生
で
聞
く
こ
と
で
よ
り
理
解
が
で
き
る
。

　

今
後
も
続
け
て
ほ
し
い
。

○
参
加
者
が
少
な
い
。
事
前
に
報
告
内
容

　

を
周
知
す
れ
ば
興
味
を
持
た
れ
る
の
で

　

は
な
い
か
。

○
人
が
集
ま
る
工
夫
を
し
て
ほ
し
い
。
周

　

知
方
法
も
再
考
を
。

○
よ
く
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
。
質
問
者

  

（
市
民
）
も
熱
心
で
よ
か
っ
た
。

○
今
回
の
報
告
は
12
月
議
会
だ
け
の
報
告

　

で
あ
っ
た
と
思
う
。
参
加
者
は
初
め
て

　

の
方
が
多
数
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
こ

　

こ
１
年
間
の
重
点
事
項
が
あ
っ
た
ら
報

　

告
し
て
ほ
し
い
。

○
行
政
視
察
報
告
も
時
間
を
と
っ
て
説
明

　

し
て
も
い
い
と
思
う
。

○
ご
み
減
量
に
つ
い
て
報
告
し
て
ほ
し

　

い
。

※
ほ
か
に
、人
吉
中
核
工
業
用
地
、市
庁

舎
建
設
、鉄
道
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、定
住
自

立
圏
構
想
な
ど
に
つ
い
て
も
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。い
た
だ
い
た
ご
意
見
、ご
要

望
は
、今
後
調
査
を
進
め
、検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【議会報編集委員会】    委員長／永山　芳宏　　副委員長／森口　勝之
　　　　　　　　　 　   委　員／村口 　隆・平田　清吉・村上　恵一・田中 　哲・三倉　美千子

次の定例会は
　　６月の予定です


